























































































































































































































































































































































































































































	表紙
	中表紙
	目次
	Ⅰ概説

	§-1プロジェクトの背景及び目的

	§-2調査の目的

	§-3調査団の構成

	§-4調査の経過

	§-5謝辞


	Ⅱ結論及び勧告

	Ⅲ水文･気象的特徴

	§-1 Agno川

	1.地形

	2.気候

	3.降雨

	4.洪水と高潮

	5.治水事業

	6.水文観測所の状況


	§-2 Bicol川

	1.地形

	2.気候

	3.降雨

	4.洪水と高潮

	5.治水事業

	6.水文観測所の状況


	§-3 Cagayan川

	1.地形

	2.気候

	3.降雨

	4.洪水と高潮

	5.治水事業

	6.水文観測所の状況



	Ⅳ社会･経済的特徴

	§-1 Agno川

	1.人口

	2.産業

	3.交通

	4.洪水被害

	5.開発計画

	6.洪水予報対象地区


	§-2 Bicol川

	1.人口

	2.産業

	3.交通

	4.洪水被害

	5.開発計画

	6.洪水予報対象地区


	§-3 Cagayan川

	1.人口

	2.産業

	3.交通

	4.洪水被害

	5.開発計画

	6.洪水予報対象地区



	Ⅴ洪水予報

	§-1 Agno川

	1.水位および雨量

	2.洪水到達時間

	3.流域分割

	4.テレメーター観測所の設定

	5.洪水追跡モデル

	6.高潮モデル

	7.洪水予報の手法

	8.計算モデルの検証


	§-2 Bicol川

	1.水位および雨量

	2.洪水到達時間

	3.流域分割

	4.テレメーター観測所の設定

	5.洪水追跡モデル

	6.高潮モデル

	7.洪水予報の手法

	8.計算モデルの検証


	§-3 Cagayan川

	1.水位および雨量

	2.洪水到達時間

	3.流域分割

	4.テレメーター観測所の設定

	5.洪水追跡モデル

	6.高潮モデル

	7.洪水予報の手法

	8.計算モデルの検証



	Ⅵ電気通信システム

	§-1提案の概要

	§-2提案システムの検討

	1. Agno川水系

	2. Bicol川水系

	3. Cagayan川水系


	§-3通信回線の設計

	1.テレメータ通信回線

	2.多重通信回線

	3.短波によるバック-アップ通信回線

	4. VHF通信回線



	Ⅶ観測施設及び電気通信施設の設計

	§-1観測施設の設計

	1.施設

	2.観測機器


	§-2電気通信施設の設計

	1.局舎,アンテナ及び鉄塔

	2.使用機器



	Ⅷ運営と管理

	§-1水文観測施設

	1.水文観測施設の保守

	2.流量調査

	3.観測資料の整理


	§-2通信システムの保守体制

	§-3技術指導

	1.技術指導員の派遣

	2.技術者研修

	3.予警報連絡システム


	§-4新しい組織の整備


	Ⅸ費用積算

	§-1実施スケジュール

	§-2事業費積算

	§-3施設費用

	§-4技術指導費用

	§-5運営管理費用


	Ⅹプロジェクトの効果

	§-1想定被害

	§-2プロジェクトの妥当性


	裏表紙



